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ま　え　が　き

　本研究の目的は、心理学の観点から、求職者が「自ら考えて動く」仕事探しができるよう

になるには、どのような支援をすればよいかを明らかにすることにある。このため、欧米で

研究が進む求職活動のセルフレギュレーション（self-regulation）の研究に注目する。

　セルフレギュレーションとは、「個人が目標を達成するために自らの判断・感情・行動を

コントロールする現象及びそれに関連するプロセスである」（尾崎，2013）。求職活動にあ

てはめると、求職者が希望の就職を実現するため、自分自身の置かれている就職環境に応じ

て、自発的に求職行動を選択し、実行すること、つまり「自ら考えて動く」仕事探しである。

　この「自ら考えて動く」仕事探しができれば、求職活動中に不調や挫折を経験したとして

も、その経験から学び、希望の就職が実現するまで粘り強く求職行動を取り続けることがで

きるようになると考えられている（Kanfer, Wanberg, & Kantrowitz,2001: Van Hooft, 
Kammeyer-Mueller, Wanberg, Kanfer, & Basbug,2020）。　

　労働政策研究報告書『求職活動支援の研究―自律型求職活動モデルの実用可能性の検討―』

（労働政策研究・研修機構，2020）では、求職活動におけるセルフレギュレーションのプロ

セスを包括的にモデル化した自律型求職活動モデル（Van Hooft, Wanberg, & Van Hoye, 
2013）に着目した。同モデルは処

しょほうせん

方箋モデルとされ、希望の就職を実現するため、クリア

すべき求職活動の基準を示すものである。この基準を基に、求職者は自身の求職行動のどこ

をどのように変えていけばよいのか、そして支援者は求職者がどこでつまずいているのかを

理解できるようになることが想定されている。この報告書では支援者の側から、自律型求職

活動モデルの実用可能性を検討した。2017 年度に、試行的に同モデルの考え方やノウハウ

の解説をハローワーク職員の研修機関の研修へと組み込み、アンケート調査を実施した。そ

の結果、９割以上のハローワーク職員が、同モデルは現場で有用であると評価をした。

　本報告書では、求職者の側から、自律型求職活動モデルの実用可能性を実践的に検討する。

2018 年度に厚生労働省職業安定局首席職業指導官室と共同で、同モデルに基づいた就職支

援セミナーである『ここがポイント！求職活動マインドセミナー』（労働政策研究・研修機構，

2019）を開発し、2018 年 10 月～ 12 月の間に全国 19 労働局、31 箇所のハローワークで

32 回、実施した。参加した求職者は 739 人であり、セミナーの終了後、アンケート調査を

実施した。この調査の結果を詳細に分析し、求職者が求職活動を進める上で同セミナーをど

のように評価しているかを検討し、どのような支援をすると、求職者が「自ら考えて動く」

求職活動ができるようになるのかを考察する。

　本報告書が、ハローワーク職員、更には様々な就職支援機関で働く求職活動支援に関わる

担当者等の参考となり、多くの求職者に対する支援の向上に役立つものとなれば幸いである。

　2021 年 9 月 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   独立行政法人 労働政策研究 ･ 研修機構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　樋　口　　美　雄　　
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